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『ありのままの自分を磨く』



「誰もが憧れる、あの人を目指しましょう」
「あなたの欠点を克服しなさい」等、
多くの情報が世間には溢れています。



ですが…



そういったものは、
氣にしなくて大丈夫です。

今回は、その理由をお話していきましょう。



例えば「宝石」。
ダイヤモンド、ルビー、サファイア等
色々な「宝石」がありますが

それぞれに魅力があり、輝き方も違います。



最初はみんな、
「原石」からのスタートですが



もし「サファイアの原石」なのに、

「ダイヤモンド」に
憧れていたらどうでしょうか。

必死に「ダイヤモンド」に
なろうとしていたら。



でも、「サファイア」と「ダイヤモンド」は、
素質（資質）が違います。

磨き方も、輝き方も全然違うのです。



「自分ではないもの」になろうとすると、
無理が生じるので、苦しくなってくるでしょう。



一方で…



「サファイアの原石」だと 『自覚』 して、

「サファイア」として磨き、
輝くのはどうでしょうか。

自分らしく、どんどん輝き続けるでしょう。



これが、

『ありのままの自分を磨く』 です。



キラキラ輝いている人を見ると、
「うらやましい」「ああなりたい」

と思ってしまうのも仕方のないことです。

ついつい「比較」をしたくなると思います。



こういう時は、
いったん立ち止まり、

自分に立ち返ることが大切です。



「比較」することよりも、
『自覚』して、氣づいてみること。

「自分はどんな宝石？！」
「自分には、どんな魅力があるの？」

と、問いかけてみましょう。



そもそも、古代日本人の『叡智』を含めた
東洋の考え方には、

「良い／悪い」の概念はありません。



「陰」も、「陽」も、丸ごと含めて、
『ありのまま』で良いという考え方です。



確かに、素質（資質）として、
「得意／不得意」というのはあります。

だからと言って、
どちらが「良い／悪い」はありません。



「得意」
相手を照らす
＆助ける素質

「不得意」
相手の「得意」を
引き出す素質

どちらも大切な、欠かせない魅力です。



ですので…

「あれもこれもダメ」
「私は短所ばかり…」
「悪いところばかり…」

と落ち込む必要はありません。



『ありのままの自分を磨く』
これだけで大丈夫です。



『ありのままの自分を磨く』と、

『天』に導かれる
『運』の流れに乗る

ための第一歩となります。



「楽しそう♪」と感じた方は、
是非、読み進めてみてください。



次の章へ、続く。



もう一度
最初から見る


